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　北川原に住む越智さん夫婦。紀雄さんは能面作り、純
子さんはちりめん細工で日本の文化に親しんでいます。
　｢古布のちりめんが好きで骨

こっ

董
とう

市で見つけては集め
ていた｣と話す純子さん。もともと着物が縫えるほど和
裁が得意な純子さんは、集めたちりめんを使って25年
ほど前に裁縫を始めました。ちりめんとは高級な着物
などに使われる、細かなしぼのある絹織物。｢柔らかく
て裁縫しやすいから｣と古布を好んで使う純子さんは、
香袋や人形など可愛い作品を生み出し、年に１回の展
示即売会のほか月に3回自宅で教室も開いています。
　そんな純子さんに付き合って骨董市に通ううちに、古
いものに興味を持ったという紀雄さん。定年退職を機に、
骨董市で見つけたものを使った木工や古い竹かごに何
枚も和紙を重ねて柿渋を塗る一

いっ

閑
かん

張
ば

りを始めました。さ
らに6年前からは教室に通い、ヒノキの角材をのみで削
いで般若などの能面を作っています。顔彩を使うため気
温の高い夏に色付けを行う能面作り。秋から春にかけて
の彫る作業に多くの時間をかけますが、｢醍

だい

醐
ご

味
み

は色付
けにある｣と紀雄さんが話すように立体感を出すための
重ね塗りや墨で描く細かい作業に手間を掛けています。
　今後作りたいものを、｢伝統面に加え、創作面も｣と話
す紀雄さんに｢小さいおひなさまやつり飾り｣とほほ笑
む純子さん。作品作りを通してできた人とのつながりを
大切にしながら、これからも挑戦を続けます。

1

｢越智紀雄 さん   純子 さん｣
能面作りとちりめん細工
日本の文化に親しむ夫婦

2

１  作品を前にほほ
笑む紀雄さん㊨と純
子さん㊧
２  角材をのみで削っ
た後は、パーツごと
に型紙を使って彫っ
ていく
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